
診察を行う岡野医師

心臓超音波検査を行う当院の臨床検査技師

は
じ
め
に

心
臓
血
管
外
科
の
取
り
組
み

　

会
津
地
域
は
5,
4
0
0
㎢
（
千
葉

県
・
愛
知
県
と
同
等
程
度
）
の
広
大
な

面
積
を
有
し
、
各
市
町
村
に
6
0
0
人

〜
11
万
人
が
居
住
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
中
で
病
院
施
設
は
会
津
若
松

市
・
喜
多
方
市
に
集
中
し
て
お
り
、
さ

ら
に
高
度
な
心
臓
・
血
管
手
術
が
受
け

ら
れ
る
病
院
は
会
津
若
松
市
内
の
2
病

院
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

心
臓
血
管
手
術
は
適
切
な
タ
イ
ミ
ン

医
療
ア
ク
セ
ス
向
上
の
モ
デ
ル

　

地
域
に
お
け
る
医
療
資
源
の
不
足
や

山
間
部
・
過
疎
地
域
で
の
医
療
ア
ク
セ

ス
の
不
便
さ
は
会
津
地
域
に
限
っ
た
話

で
は
な
く
、
似
た
よ
う
な
地
理
的
特
性

を
持
つ
全
国
各
所
に
お
い
て
も
同
様

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

当
科
で
行
な
っ
て
い
る
よ
う
な
専
門

的
技
能
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
チ
ー
ム
で

出
張
し
て
高
度
医
療
を
提
供
す
る
試
み

は
珍
し
く
、
高
齢
化
・
過
疎
化
が
進
む

地
域
に
お
け
る
一
つ
の
モ
デ
ル
に
な
り

得
る
と
考
え
て
い
ま
す
。し
か
し
冬
季

の
山
間
部
診
療
や
医
療
資
源
の
制
限
な

ど
課
題
も
あ
り
、
今
後
は
地
域
の
医
療

シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
な

ど
に
よ
り
さ
ら
な
る
解
決
策
を
模
索
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

当
科
の
手
術
件
数

　

当
科
で
は
病
院
受
診
機
会
の
減
少
し

た
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
手
術
数
が
増

加
傾
向
で
、
年
間
手
術
数
は
2
0
1
8

年
の
1
1
6
件
か
ら
2
0
2
2
年
に
は

1
8
3
件
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

心
臓
血
管
手
術
は
以
前
と
比
べ
安
全

性
が
向
上
し
、
一
般
的
な
心
臓
手
術
後

で
は
術
後
退
院
ま
で
1
〜
2
週
間
程

度
、
大
動
脈
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
で
あ
れ

ば
術
後
2
泊
3
日
退
院
も
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
手
術
の
適
応
や
方
法
は
体
調

お
わ
り
に

医
療
法
人 

佐
原
病
院

理
事
長  

佐
原 

圭 

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

こ
の
取
り
組
み
は
現
在
、
佐
原
病
院

（
喜
多
方
市
）、
穴
澤
病
院
（
会
津
若

松
市
）
、
朝
日
診
療
所
（
只
見
町
）、

小
川
医
院
（
猪
苗
代
町
）
の
4
か
所
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
心
臓
超

音
波
検
査
が
元
々
行
わ
れ
て
い
る
会
津

医
療
セ
ン
タ
ー
（
会
津
若
松
市
）、
南

会
津
病
院
（
南
会
津
町
）
で
も
当
科
外

来
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
心
臓
血
管
外
科
で
は
今
後
こ
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
会
津
地

域
全
体
の
健
康
向
上
に
努
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

竹
田
病
院
心
臓
血
管
外
科
岡
野
龍
威
先
生
始
め
、

ハ
ー
ト
チ
ー
ム
、
心
臓
血
管
外
科
、
循
環
器
内
科
の
先
生

方
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
会
津
地
域
の
循
環
器
疾
患
治
療

を
充
実
さ
せ
循
環
器
疾
患
で
悩
め
る
患
者
様
を
一
人
で
も

救
い
た
い
と
い
う
熱
い
想
い
を
受
け
2
0
2
1
年
11
月
か

ら
始
ま
っ
た
佐
原
病
院
の
循
環
器
外
来
は
一
年
半
以
上
継

続
し
て
診
療
頂
き
、
多
数
の
患
者
様
が
当
院
ま
た
竹
田
病
院
で
治
療
、
手
術
治
療
等
を

受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
患
者
様
が
救
わ
れ
る
こ
と
は
我
々
の

大
き
な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
会
津
地
域
の
皆
様
、
患
者
様
の
健
康
を
お
守
り
す
る
強
い

気
持
ち
か
ら
生
ま
れ
た
こ
の
素
晴
ら
し
い
地
域
医
療
連
携
が
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
こ
の
会

津
か
ら
広
が
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
当
心
臓
血
管
外
科
で
は
、
こ

の
よ
う
な
方
へ
受
診
で
き
る
機
会
の
増

加
を
目
指
し
2
0
2
1
年
11
月
よ
り
心

臓
血
管
外
科
医
と
心
臓
血
管
超
音
波
技

師
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
会
津
地
域
の
各

病
院
・
診
療
所
へ
月
1
回
程
度
の
出
張

診
療
を
始
め
ま
し
た
。

　

開
始
当
初
は
喜
多
方
市
か
ら
始
ま

り
、
現
在
は
只
見
町
・
会
津
若
松
市

（
宮
町
）・
猪
苗
代
町
の
計
4
か
所
の

医
療
機
関
で
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
診
療
を
開
始
し
て
か
ら

2
0
2
3
年
5
月
ま
で
に
4
6
9
件
の

心
臓
超
音
波
検
査
を
行
い
、
多
数
の
患

者
さ
ん
を
ご
紹
介
頂
き
13
人
の
方
が
手

術
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
最
近
で
は
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

グ
で
行
え
ば
劇
的
な
症
状
改
善
や
寿
命

の
延
長
も
期
待
で
き
ま
す
。
し
か
し
病

気
の
特
定
や
手
術
適
応
の
判
断
は
一
般

的
な
聴
診
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
で
は
限

界
が
あ
り
、
心
臓
超
音
波
検
査
や
C
T

検
査
な
ど
の
精
査
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
手
術
の
適
応
や
定
期
的
な
検

査
の
要
否
に
は
心
臓
血
管
外
科
医
の
専

門
的
な
判
断
を
要
し
ま
す
。

　

心
臓
・
血
管
病
は
診
断
が
遅
れ
る
と

手
術
リ
ス
ク
が
著
し
く
上
が
っ
て
し

ま
っ
た
り
突
然
死
す
る
こ
と
も
あ
り
、

会津地域における
心臓血管治療へのアクセス向上を

目指した取り組み
竹田綜合病院 心臓血管外科

　竹田綜合病院心臓血管外科では、2021年11月より心臓血管外科医と
心臓血管超音波技師がチームとなり、会津地域の各病院・診療所へ出張
診療を行っています。
　心疾患に罹患しても気付かないままであったり、症状があり気になっ
ていても交通事情の不便さなどから受診できず病状が悪化してしまう方
を少しでも減らしたいと考え、このような方々が受診できる機会を増や
すアクセス向上の取り組みを始めました。

い
か
に
専
門
的
な
検
査
・
診
療
に
辿
り

着
き
や
す
く
す
る
か
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

　

面
積
が
広
く
山
間
も
多
い
会
津
地
域

で
は
心
臓
・
血
管
病
の
専
門
診
療
が
可

能
な
病
院
が
不
足
・
偏
在
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
病
気
に
気
付
か
な
い
ま
ま
で

あ
っ
た
り
、
症
状
が
あ
り
気
に
な
っ
て

い
て
も
交
通
事
情
の
不
便
さ
か
ら
受
診

に
至
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
の
が
現
状

で
す
。

シ
ョ
ン
指
導
士
も
チ
ー
ム
の
一
員
と
し

て
派
遣
し
、
心
臓
・
血
管
病
を
念
頭
に

置
い
た
リ
ハ
ビ
リ
の
普
及
に
も
尽
力
し

て
い
ま
す
。
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手術症例 年次推移

■ 心臓胸部大血管症例数　　■ 手術症例数

●心臓血管外科手術実績

125
154 163 183183183

63 70 65 64 69

や
社
会
的
状
況
に
よ
っ
て
も
異
な
る
た

め
心
臓
血
管
外
科
医
と
の
相
談
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
術
後
も
地
域
行
政

や
医
療
機
関
・
各
種
施
設
と
の
連
携
が

必
要
と
な
る
た
め
、
可
能
で
あ
れ
ば
居

住
地
に
近
い
場
所
で
の
治
療
が
望
ま
し

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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